
※断面全体の断面力として
T(トルク)
1kN・m
(理論値)
0.64kN・m
断面①より小
5.36kN・m
断面①より大

0
断面①と同じ

T(トルク)
載荷

切断面①

切断面②

切断面③

0
(理論値)
0

断面①と同じ

S(せん断)

トルク1kN・m

全拘束

＝ 0 

1kN・m(理論値通り)

【切断面① τxzコンター】 【切断面② τxzコンター】

せん断応力＝ねじり応力

トルク1kN・m

➣ねじりによるせん断応力

切断面①

切断面②

切断面③

切断面③

断面①より小さい

トルク

＝ 0

【τxzコンター】

せん断応力は発生しているが左右のせん断力が

正負(ねじり)で断面全体ではせん断0

↑面直のせん断応力は要素辺(横)長分

これより小さくなる 200/312＝1.56分の1程度

【切断面②座標変換後 τxｙコンター】

【切断面②座標変換後 τxzコンター】

200 312

変形

【切断面②】

【切断面①】

せん断応力＝ねじり応力

せん断応力が発生するが

切断面でのせん断力は0



T(トルク)S(せん断)

S(鉛直荷重)
載荷

切断面①
1000kN 0kN・m
(理論値) (理論値)

切断面②
1000kN 621.9kN・m

断面①と同じ ねじり大　発生

切断面③
0.72kN 0.51kN・m
せん断小 ねじり小　発生

トルクはほぼ0

発生していない

全拘束

切断面①

切断面②

切断面③

切断面③

1000kN

【切断面① τxzコンター】 【切断面② τxzコンター】

せん断1000kN(理論値通り)

トルク 大

せん断力は断面①

と同じ

➣鉛直荷重によるせん断応力

【τxzコンター】

↑面直のせん断応力は要素辺(横)長分

これより小さくなる 200/312＝1.56分の1程度せん断応力は左右対称で発生

せん断力としては理論値と同じ

【切断面②座標変換後 τxｙコンター】

【切断面②座標変換後 τxzコンター】

トルクが大きくなるのは青矢印の

せん断が上下で正負となるため

200 312

※切断面③のコンター図は省略

【切断面①】

【切断面②】

切断面の角度(向き)によってねじりモーメントは

発生している。=切断面による


